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(術前の脾静脈径は腹腔鏡下脾臓摘出術後の脾静脈・門脈血栓症の危険因

子となる)

論 文 審 査 委 員 (主査)
教 授 森 正樹

(副査)
教 授 林 紀夫 教 授 野口眞三郎

論 文 内 容 の 要 旨

－
394－



266

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

265

－
395－




